智光曼荼羅
8世紀半ば、元興寺が新たな都である奈良に遷されてからわずか数十年後、智光という高僧が、元興寺の歴史を大きく変える曼荼羅を制作した。曼荼羅は仏教の宇宙観を表現したもので、各宗派によってさまざまな形がある。智光曼荼羅は、阿弥陀如来の極楽浄土を描いた「変相図」である。浄土教は、浄土信仰と阿弥陀如来による救済を信じる仏教で、10世紀半ばから支配階級の人々の間で流行した。当時、極楽浄土の荘厳を伝えるのに、智光曼荼羅のような変相図が特に威力を発揮した。智光曼荼羅には阿弥陀如来とそれに従う菩薩たちが生き生きと描かれており、当時の参拝者は極楽浄土を見るような気分でこれを鑑賞したことであろう。そして、智光曼荼羅の人気は、当時の旅する貴族たちの日記にいくつも記されている。元興寺が朝廷による庇護を失った後も、参詣者を集め、寺を存続させることができたのは、この智光曼荼羅の人気によるものであった。
変相図曼荼羅は宗教画ではあるが、一点ものではない。阿弥陀への信仰心を高めるためのものであるため、個々の曼荼羅が広く普及するために複製されたり、新たな画風で再現されたりすることも多かった。智光のオリジナルの曼荼羅は板に描かれており、一辺が約30cmと比較的小さいものであったが、1451年の火災で焼失してしまった。現在は、より大きな絹本の曼荼羅が極楽堂の中央の高台にある厨子内に安置されている。幕屋の裏には、14世紀から16世紀にかけて制作された2つ目の大きな絹の曼荼羅が掛けられている。また、12世紀後半に、平らな板の上に金や色のついた顔料を施して作られた3つ目の曼荼羅があり、法輪館の2階に安置されている。

